
















学位記番号 1 285 6 号
学位授与年月日 平成 9 年 3 月 18 日
































































温鋳造を行う方法を提案している。そして，ノズルの冷却特性と溶鋼回転流速の関係を解析し，注湯流量 5 kg/s 程
度のビレツト連鋳に用いた場合，ノズル内で0.08 T の磁束密度で 1 m/s 程度の回転流速を溶湯に与えることによ
り，約300Cの温度降下が得られる可能性がある事を明らかにしている。
以上のように，本論文は連続鋳造における移動磁界の利用について検討を行い，連続鋳造鋳片の凝固組織，偏析に
およぽす電磁撹枠の流動を明確にしている。また，新しい移動磁界の利用方法を提案し，溶鋼を用いたテストにより
実用化の可能性を示しており，材料工学，特に鋳造工学の発展に寄与するところが大である。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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